
  

難民雇用を促進するRISE (Refugee Inclusion 

Supporting Empowerment) プログラムにより、世界

で計82名の難民（日本55名、英国1名、ドイツ12

名、オランダ2名、フランス2名、米国10名）がユニクロ店舗で

雇用されています。（2018年10月時点）。 
 

自立支援の一環として、193名の難民女性がユニクロでノベ

ルティとして配布されたハンドメイドのチャーム制作を行いま

した。 

2007年より、47カ国のUNHCR活動拠点に2,600

万点以上のユニクロ・ジーユー衣料品が届け

られています。 
 

2018年には、530万点以上の衣服が14のUNHCR支援国

で配布されました。 
 

2007年から始まったFR従業員の難民キャンプへのフィー

ルド視察は20回を超えました。 

2016年から3年に渡る550万

米ドルの資金援助により、ア

ジア5カ国（インド、イラン、マ

レーシア、ネパール、パキスタン）で、13,187人の難民が職業・生計に

必要なスキルを習得したり、資金援助を受けたりしながらビジネスを

立ち上げたりしています。 

FRと柳井氏個人で3年間で計

300万米ドルが緊急支援に寄付

されています (2016年は南スー

ダン、2017年、2018年はバングラデシュ）。 
 

3年間で計150万米ドルが衣料配布補助の支援にあ

てられています。 

日本（2005年～）、韓国の難民映画祭へ協賛してい

ます。  

 

2013年より、日本全国の1,447

校の学校にて16万以上の子

どもたちがFR従業員から難民

問題について学びました（“届けよう、服のチカラ”プ

ロジェクト」）。 
 

同時に、FRは従業員への難民問題への意識向上

に努めています。 
 

2010年より、累計119のユニクロ店舗において、難

民支援への参加を呼びかけるFace to Faceキャン

ペーンが実施されています。 

コーズ・マーケティングを通じて、2016年と2018年

に15万米ドル (ユニクロの特定商品の売上の

1％) がUNHCRの自立生計支援プログラムに寄

付されました。 

2017年より、日本人を含む計3名

のFR従業員がUNHCRのフィー

ルドオフィスに派遣されました。

2018年秋には、さらに2名の派遣（インド、マレーシア）

が予定されています。  
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